
























































Field work and Art 




Graduate School of Comprehensive Human Sciences, 
University of Tsukuba, Doctoral Program in Art and Design 
 
 
Keywords: Intercultural Communication / Fieldwork / 





     In this research, the author examines the significance 
from the viewpoint of artistic education and verification on 
the special field subject “Field School Program - Art Course” 
at the Faculty of Intercultural Communication at Hosei 
University. This course was held in Chiang Mai and Payao 
in northern Thailand in September 2017. The students and 
the teacher stayed at the artist in residence in Chiang Mai, 
conducted a workshop at a nursery school and cultural 
facilities research, and conducted art projects in 
collaboration with students of the University of Payao. 
     First of all, the history of the course is described. In 2014, 
Hosei University was adopted as a Super global University 
Creation Support Project of the Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology, and the College 
of International Culture of the university decided to 
implement three courses to realise these objectives. 
     Second, regarding the results of the implementation of 
this subject, the relationship between the author's past art 
projects and the subject is explained, and the two-way 
cultural understanding and communication through 
fieldwork and co-production considering the method to 
learn are facilitated. 
     In addition, the collaborators were invited to Japan in 
January 2018. We delivered a report on the program and 
conducted a panel discussion on contemporary art 
education at the university. Through this series of 
achievements and discussions, the verification and 
consideration of the subject are elucidated as art education.
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た。2014 年 7 月に設けられた同大学のグローバルポリ






























る「グローバル化プロジェクト 25 の目標」5) のうち特























































































































































 同演習の海外研修として 2008 年よりチェンマイ近郊
のドイ・サケット（Doi-saket）にあるアーティストイ





















図 2 僧侶とのコラボレーションによる作品制作（2013年） 
 
2.3 実施までの事前準備 
























ることになった。翌年 2017 年 1 月にパヤオ大学を訪問













渡航先 タイ王国 チェンマイ及びパヤオ 
現地受入機関 Compeung（チェンマイ） 
パヤオ大学建築芸術学部（パヤオ） 
派遣期間 2017年 9月 2日（土）～9月 10日（日）
 








込は 2017 年 4 月 17 日から 4 月 28 日の間に行われ、芸
術コースには 9人の応募があった。また、提出された書
類による 1 次選考の結果発表を同年年 5 月 8 日（月）
に、面接による2次選考を同年5月13日（土）に実施、
同年 5 月 17 日（木）に最終的な合格者が発表され、合
格者の 9人全員が芸術コースを履修することになった。 
   
3. 芸術コースの実施 
 芸術コースの日程については、学生の募集や各協力機









表4 2017年度海外フィールドスクール 芸術コースの日程 
日程（2017年） 内容 場所 
8月 30日（水） 準備のため教員が到着 チェンマイ 
9月 2日（土） 午後：学生が空港到着 
夕食後、全体ミーティング 
チェンマイ 

























































ワークショップを行なう Wat Patumtaram 保育園への
挨拶、市内文化施設の下見などを済ませた。学生は 9月
2 日にチェンマイ空港に到着した。 











































う点からもユニークな体験となった。（図 5 参照） 
 
 













ヤオ大学に依頼することになった。   





上に Wat Tilok Aram寺がある。その寺院を見学するた
めに小さなボートで島に向かった。その後、湖の周辺の
市街地にある Wat Si Khom Kham 寺など寺院を中心に
市内の文化施設を見学した。（図 6 参照） 
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図6 Wat Si Khom Kham寺の見学 
 







を見学した。（図 7 参照） 
 
 
図7 Alex Wang氏によるソーシャルプラクティスの講義 
 
























2. 誰かに撮影を頼み、Pho Khun Ngam Muang記念碑の前
で全員手を繋いで写真を撮る。 
3. Pia Somのスナックを食べ、写真を撮る。 























































表 5 国際文化情報学会における帰国報告展の内容 
項目 内容 
表題 海外フィールドスクール芸術コースポスター発表 
日時 2017 年 11 月 25 日（土）13:30- 15:30 
 
4. 実施報告シンポジウム 















2018年 1月 9日（火）3限 















法政大学市ヶ谷キャンパス 教室 G201，S305 
 




1月 9日（火） 8:00 成田空港着 
12:00 法政大学市ヶ谷キャンパス着 
13:30 – 15:00 
公開レクチャー&シンポジウム Part 1
現代美術論特別公開講義 G201教室 
15:30 – 16:30 
山脇美術専門学校 訪問 
1月 10日（水） 10:30 – 法政大学市ヶ谷キャンパス着 
11:10 – 12:40  
公開レクチャー&シンポジウム Part 2
メディアと社会特別講義 S305教室 
13:30 – 15:30 
法政大学市ヶ谷キャンパスツアー  











































た。また、翌日の 2017年 1月 12日にはアーティストイ






















加えて、パヤオ滞在を終えた 9 月 9 日には MAIIAM
現代美術館で地元や各国のアーティストのパフォーマン












































































注 1 各コースの名称は 2017 年のもの。2018 年度より名称が表
象文化コース、環境と文化コース、開発と文化コースに変更さ
れる。 











注 5 これらの成果については、Schneider, Arnd Wright, 
Christopher Between Art and Anthropology: Contemporary 














ASEAN 設立 50 周年にあたる 2017 年に開催された国内過去最
大規模の東南アジア現代美術展。会期：2017年7月 5日（水）
～10月 23日（月） 
注 9  「IN-BETWEEN, Live art performance consisting of sound, 
Installation, dance, film, lighting.」は、2017年 9月 9日 19:00 
に MAIIAM Contemporary Art Museum で開催された。Rie 

























図 1 2010年 8月筆者撮影。 
図 2 2011年 8月筆者撮影。 
図 3 2016年 3月 8日筆者撮影。 
図 4 2017年 9月 3日筆者撮影。 
図 5 2017年 9月 4日筆者撮影。 
図 6 2017年 9月 5日筆者撮影。 
図 7 2017年 9月 6日筆者撮影。 
図 8 パヤオ大学建築美術学部が作成したものを筆者が邦訳 
図 9 2017年 9月 7日筆者撮影。 
図 10 2018年 1月 10日筆者撮影。 
表 1、表 2、表 3、表 4、表 5、表 6 2017 年度「海外フィール
ドスクール実施要綱」を基に筆者作成。 
表 2 2017 年度法政大学国際文化学部シラバスを基に筆者作成。 
。
20 Tsukuba Studies in Art and Design, no.23, 2018
